














要旨:小児期に発症した糖尿病における包括的医療、特に精神的援助における専門職(児童

精神科医、臨床心理士)の治療参加と保健所における相談等の保健活動に関する小児科医

の意識を検討するため、静岡県内の病院小児科を対象としてアンケート調査を実施し、そ

の背景となる各施設における小児糖尿病に対する治療の現状についても同時に検討した。

その結果、大学病院と県立こども病院を除く 30施設のうち 20 施設が糖尿病の管理経験あ

りと回答したが、思春期のインスリン治療例における血糖管理の現状は、集計した 42 例

のうちの約 4 割を平均 HbAlc 値 9%以上が占めており、小児糖尿病における長期予後を考

えるうえでも無視できない結果であった。小児糖尿病に対する精神的援助については、 十

分な意志疎通が得られることを前提として、過半数の小児科医が糖尿病の告知段階からの

専門職による治療参加を望んでいたが、各医療機関における専門職の配置は充足している

とはいえず、今後の対策が必要と思われた。また、小児慢性特定疾患治療研究事業におけ

る保健所の参画については小児科医への周知度が低<、保健婦の活動について約 8 割の小

児科医が不安を訴えたことから、今後の円滑な事業推進のためには医療現場と行政の間に

は緊密な連携が必要であると考えられた。


